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一　

宮
崎
に
お
け
る
人
類
史
の
は
じ
ま
り

旧
石
器
時
代
と
い
う
時
代
を
、
学
校
教
育
に
お
い
て
詳
し
く
教
え
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
私
た
ち
人
類
が
誕
生
し
て
以
来
、
そ
の
歴
史
が
展
開
し
た

大
半
の
時
間
は
こ
の
時
代
に
ふ
く
ま
れ
る
。
宮
崎
も
例
外
で
は
な
い
。

今
日
ま
で
の
考
古
学
的
成
果
に
よ
れ
ば
、
宮
崎
で
は
二
五
〇
箇
所
以
上
の
旧

石
器
時
代
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
第
一
図
）。
旧
石
器
時
代
の
存
続
時
間

は
少
な
く
と
も
二
万
年
に
お
よ
ぶ
こ
と
か
ら
、
ひ
と
つ
の
遺
跡
に
幾
時
期
も
の

旧
石
器
時
代
の
石
器
群
が
層
を
な
し
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
石
器
群
が
出
土
し
た
地
層
を
「
文
化
層
」
と
い
う
概
念
で
呼
ぶ
こ
と
が

あ
る
が
、
宮
崎
で
は
こ
れ
が
六
二
三
層
以
上
に
達
す
る
（
日
本
旧
石
器
学
会

二
〇
一
〇
）。

こ
う
し
た
資
料
の
蓄
積
に
、
東
九
州
自
動
車
道
建
設
に
伴
っ
て
実
施
さ
れ

た
発
掘
調
査
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
全
長
一
三
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
り
宮
崎
県
域
を
南
北
に
走
る
建
設
計
画
に
と
も
な
っ
て
、
一
九
九
五
～

二
〇
一
三
年
ま
で
に
九
〇
箇
所
ほ
ど
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
が
発
見
さ
れ
る
結
果

と
な
っ
た
。
宮
崎
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
全
体
の
じ
つ
に
四
割
程
度
が
、
高
速
道

路
建
設
を
契
機
と
し
て
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
宮
崎
県
内
の
各

市
町
村
教
育
委
員
会
や
大
学
に
よ
る
発
掘
調
査
も
あ
わ
せ
る
と
、
最
近
の
二
〇

年
間
で
、
こ
の
時
代
に
関
す
る
情
報
は
飛
躍
的
に
増
加
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
こ
で
は
、
東
九
州
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た

成
果
・
知
見
を
中
心
に
、
宮
崎
の
旧
石
器
時
代
研
究
の
現
状
を
紹
介
し
、
そ
の

時
代
に
生
き
た
人
々
の
実
像
に
迫
る
手
立
て
と
し
た
い
。

二　

ア
フ
リ
カ
か
ら
宮
崎
へ

現
代
の
宮
崎
に
暮
ら
す
私
た
ち
の
ル
ー
ツ
は
究
極
的
に
は
、
ど
こ
に
求
め
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
背
筋
を
伸
ば
し
、
二
本
脚
で
歩
く
霊
長
類
の
出
現
を
契
機

に
人
類
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
と
定
義
す
れ
ば
、
そ
れ
は
お
よ
そ
七
〇
〇
万
年
前

の
ア
フ
リ
カ
に
い
き
つ
く
。
遠
い
彼
の
地
で
産
声
を
あ
げ
た
サ
ヘ
ラ
ン
ト
ロ
プ

ス
・
チ
ャ
デ
ン
シ
ス
か
ら
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
長
い
道
程
を
経
て
、
や
が

て
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
へ
と
進
化
し
た
人
類
が
、
現
在
「
宮
崎
」
と
呼
ば
れ
る

土
地
に
辿
り
つ
く
ま
で
に
は
、
ど
の
よ
う
な
物
語
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
昨

今
の
人
類
史
研
究
の
分
野
で
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
あ
ら
す
じ
が
判
明
す
る
ま

で
に
進
展
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
も
と
に
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
を
描

く
こ
と
が
で
き
る
（
ロ
バ
ー
ツ
二
〇
一
二
、
海
部
二
〇
〇
五
）。

お
よ
そ
二
五
～
二
〇
万
年
前
の
ア
フ
リ
カ
で
、
原
人
か
ら
旧
人
を
経
て
新
人

へ
と
進
化
し
た
集
団
が
い
た
。
現
生
人
類
で
あ
る
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
登
場

で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
の
揺
籃
期
を
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
過
ご
し
た
の
ち
、
一
三
～

一
〇
万
年
前
ご
ろ
に
、
最
初
の
出
ア
フ
リ
カ
を
試
み
た
ら
し
い
。
そ
の
痕
跡
が
、

第１図　宮崎県における旧石器時代遺跡の分布
　　　　（日本旧石器学会 2010 を改変）
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現
在
の
イ
ス
ラ
エ
ル

に
あ
る
ス
フ
ー
ル
と

カ
フ
ゼ
ー
と
い
う
二

つ
の
洞
窟
遺
跡
か
ら

発
見
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
人
類

集
団
は
長
く
存
続
す

る
こ
と
は
な
く
、
そ

の
先
に
広
が
る
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
へ
の
移

住
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
私
た
ち
の
遠
い

祖
先
が
、
地
球
上
の

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
土

地
へ
と
進
出
す
る
の

は
、
お
よ
そ
八
～

五
万
年
前
ま
で
待
た

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二
度
目
の
出
ア
フ

リ
カ
を
果
た
し
、
グ

レ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー

ニ
ー
と
も
呼
ば
れ
る

拡
散
過
程
に
入
っ
た

現
生
人
類
は
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
に
先
住

し
た
旧
人
た
ち
と
出

会
い
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
大
陸
に
到
達
す

る
過
程
で
は
、
原
人
や
そ
の
末
裔
（
ホ
モ
・
フ
ロ
ー
レ
シ
エ
ン
シ
ス
）
と
も
邂

逅
し
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
お
よ
そ
四
万
～
三
万
五
千
年
前
に
、
つ
い
に
日
本

列
島
に
辿
り
つ
い
た
の
で
あ
る
（
第
二
図
）。

三　

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
到
達
以
前
の
宮
崎

現
生
人
類
の
そ
の
後
の
物
語
を
続
け
る
ま
え
に
、
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
考
え

る
べ
き
問
題
が
ひ
と
つ
あ
る
。
現
生
人
類
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
端
に
足
を
踏
み

入
れ
た
と
き
、
そ
こ
は
太
古
の
動
物
た
ち
の
楽
園
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

そ

れ
と
も
す
で
に
先
住
す
る
他
の
人
類
が
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

近
年
の
形
質
人
類
学
や
分
子
人
類
学
の
成
果
は
め
ざ
ま
し
く
、
ま
さ
し
く

日
進
月
歩
の
感
が
あ
る
。
古
く
か
ら
論
争
の
あ
っ
た
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人

の
分
類
学
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
、「
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
・
ネ
ア
ン

デ
ル
タ
ー
レ
ン
シ
ス
」
と
し
て
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
下
位
分
類
と
捉
え

る
説
が
提
出
さ
れ
た
か
と
思
え
ば
、
や
は
り
私
た
ち
と
は
別
種
と
し
て
サ

ピ
エ
ン
ス
（
ラ
テ
ン
語
で
「
賢
い
」
の
意
味
）
の
語
を
と
り
除
か
れ
、「
ホ

モ
・
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
レ
ン
シ
ス
」
に
戻
さ
れ
る
な
ど
、
評
価
が
二
転
三
転

し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
で
放
送
さ
れ
、
書
籍
化
も
さ
れ
たThe 

Incredible H
um

anJourney

『
人
類
二
〇
万
年　

遥
か
な
る
旅
路
』（
ロ
バ
ー

ツ
二
〇
一
三
）
で
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
の
結
果
か
ら
も
彼
ら
と
私
た
ち
と
の
間
に

血
の
交
換
は
な
か
っ
た
と
の
見
方
を
紹
介
し
て
い
た
。
そ
の
大
き
な
根
拠
は
、

ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
進
化
人
類
学
研
究
所
の
ス
バ
ン
テ
・
ペ
ー
ボ

ら
に
よ
る
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
化
石
か
ら
抽
出
し
た
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
解
析
結
果
に
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
研
究
で
は
、
新
人

と
旧
人
の
間
に
交
配
が
あ
っ
た
証
拠
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

と
こ
ろ
が
ご
く
最
近
に
な
っ
て
、
再
び
風
向
き
が
変
わ
っ
た
。
二
〇
一
〇
年

に
発
表
さ
れ
た
ペ
ー
ボ
ら
の
研
究
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
出
土
し
た
ネ
ア
ン
デ

第２図　グレート・ジャーニー（ホモ・サピエンスによる第二次「出アフリカ」）の軌跡
　　　　　　　　　　　　　　  （海部 2005 をもとに作成）
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ル
タ
ー
ル
人
の
化
石
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
か
ら
、
私
た
ち
現
生
人
類
の
一
部
に
ネ
ア

ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
に
由
来
す
る
ゲ
ノ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
の
だ
。
ア
フ
リ
カ
人
の
遺
伝
子
配
列
に
は
こ
の
ゲ
ノ
ム
が
認
め
ら
れ
な
い

た
め
、
ペ
ー
ボ
ら
は
両
者
が
中
東
で
共
存
し
た
八
万
～
五
万
年
前
頃
に
交
配
が

あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
シ
ベ
リ
ア
の

デ
ニ
ソ
ワ
洞
窟
で
発
見
さ
れ
た
約
四
万
年
前
の
人
骨
に
残
存
し
た
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
析
か
ら
、
こ
の
人
類
集
団
（
デ
ニ
ソ
ワ
人
）
に
由
来
す
る
ゲ

ノ
ム
が
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
地
域
の
現
生
人
類
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
ハ
マ
ー
二
〇
一
三
）。
す
な
わ
ち
、

数
年
前
の
人
類
学
的
常
識
を
く
つ
が
え
し
、
私
た
ち
の
祖
先
は
過
去
数
万
年
前

ま
で
、
他
の
人
類
種
と
生
息
環
境
を
共
有
し
、
か
つ
交
配
す
る
機
会
も
と
き
に

は
持
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
旧
人
と
の
交
配
の
証
拠
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
に
日
本
人
を
含

む
東
ア
ジ
ア
地
域
の
現
生
人
類
の
遺
伝
子
配
列
か
ら
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

ま
た
日
本
列
島
で
は
四
万
年
前
を
遡
る
こ
と
が
確
実
な
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
存

否
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
評
価
が
定
ま
っ
て
い
な
い
（
堤
二
〇
〇
九
）。
九
州

で
も
、
大
分
県
早
水
台
遺
跡
や
熊
本
県
大
野
遺
跡
群
が
そ
の
候
補
に
挙
が
っ
て

い
る
が
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

四　

宮
崎
最
古
の
住
人
は
誰
だ
っ
た
か
？

宮
崎
県
で
も
、
古
く
は
日
之
影
町
出
羽
岩
陰
や
、
最
近
で
は
川
南
町
後
牟
田

遺
跡
に
お
い
て
、
後
期
旧
石
器
時
代
を
遡
る
可
能
性
が
あ
る
石
器
群
の
存
在
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
石
器
群
が
重
層
的
に
出
土
し
、
地
層
中
に
複

数
の
火
山
灰
が
検
出
さ
れ
た
後
牟
田
遺
跡
の
事
例
を
検
討
し
て
お
き
た
い
（
後

牟
田
遺
跡
調
査
団
・
川
南
町
教
育
委
員
会
二
〇
〇
二
）。

後
牟
田
遺
跡
で
は
、
現
在
の
地
表
面
か
ら
最
下
層
ま
で
十
二
枚
の
地
層
が
確

認
さ
れ
、
第
Ⅰ
～
Ⅴ
の
文
化
層
が
設
定
さ
れ
た
（
第
三
図
）。
こ
の
う
ち
、
第

Ⅰ
～
Ⅲ
ｂ
文
化
層
ま
で
は
、
東
九
州
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
他
の
遺
跡
の
発
掘

調
査
か
ら
も
対
比
可
能
な
石
器
群
が
複
数
例
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

宮
崎
最
古
の
石
器
群
の
候
補
と
し
て
追
究
が
必
要
な
の
は
第
Ⅳ
・
Ⅴ
文
化
層
の

石
器
群
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
両
石
器
群
が
出
土
し
た
の
は
第
九
層
の
霧
島
イ

ワ
オ
コ
シ
（Kr-Iw

）
の
下
位
で
あ
っ
た
。

Kr-Iw
 

の
降
下
年
代
に
つ
い
て
は
、
自
然
科
学
的
見
地
か
ら
複
数
の
見
解
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。
早
田
勉
ら
が
採
用
し
た
奥
野
充
ら
の
研
究
で
は
五
万
年
前

と
古
く
見
積
も
る
（
奥
野
ほ
か
二
〇
〇
〇
）。
ま
た
報
告
書
所
収
の
杉
山
真
二

に
よ
る
植
物
珪
酸
体
分
析
で
は
、Kr-Iw

 

前
後
の
地
層
が
そ
の
後
と
比
較
し
て

相
対
的
に
温
暖
な
気
候
を
示
す
こ
と
か
ら
、
酸
素
同
位
体
ス
テ
ー
ジ
３
に
比
定

し
、
そ
の
年
代
を
四
万
年
前
に
近
い
と
こ
ろ
と
推
定
す
る
（
杉
山
二
〇
〇
二
）。

長
友
恒
人
ら
に
よ
る
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
法
に
よ
る
テ
フ
ラ
の
年
代
測
定
で

は
、
他
遺
跡
の
測
定
事
例
も
含
め
て
、
お
よ
そ
三
万
七
千
～
三
万
五
千
年
前

の
年
代
値
を
提
示
す
る
（
長
友
ほ
か
二
〇
〇
二
）。
い
っ
ぽ
うKr-Iw

 

下
位
に

あ
た
る
第
一
〇
層
上
部
検
出
の
炭
化
物
を
試
料
と
し
た
放
射
性
炭
素
年
代
測

定
で
は
三
〇
二
九
〇
±
二
〇
〇BP 

の
結
果
が
出
た
。
こ
れ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

利
用
可
能
な
較
正
曲
線
で
あ
るCalPal-2007H

ulu 

を
用
い
て
較
正
す
る
と
、

三
四
四
四
五
±
一
六
九calBP 

の
結
果
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
約
三
万
五
千

年
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
こ
の
試
料
に
つ
い
て
、
報
告
者
の
ひ
と
り

で
あ
る
佐
藤
宏
之
は
第
八
層
上
面
の
第
Ⅲ
文
化
層
の
所
産
で
あ
る
可
能
性
に
つ

い
て
指
摘
し
て
い
る
（
佐
藤
二
〇
〇
二
）。

こ
う
し
て
複
数
の
方
法
か
ら
求
め
ら
れ
たKr-Iw

 

の
推
定
年
代
値
を
並
べ
て

み
る
と
、
お
よ
そ
四
万
～
三
万
五
千
年
前
に
ほ
と
ん
ど
が
収
ま
る
こ
と
が
わ
か

る
。
奥
野
ら
の
五
万
年
前
と
い
う
推
定
は
、
他
と
比
較
し
て
古
す
ぎ
る
感
が
あ

る
。Kr-Iw

 
の
年
代
に
関
し
て
こ
の
よ
う
な
理
解
が
適
切
だ
と
す
れ
ば
、
少
な

く
と
も
第
Ⅳ
文
化
層
の
石
器
群
を
残
し
た
の
は
現
生
人
類
と
考
え
て
年
代
的
に

矛
盾
は
な
い
。
佐
藤
は
、
第
Ⅳ
文
化
層
の
年
代
を
四
万
五
千
～
四
万
年
前
と
考
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え
、
第
Ⅴ
文
化
層
を
阿
蘇
四
火
山
灰
の
年
代
を
考
慮
し
て
八
万
九
千
～
四
万
年

前
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
佐
藤
前
掲
）。
第
Ⅳ
文
化
層
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね

適
当
な
評
価
で
あ
り
、
第
Ⅴ
文
化
層
に
関
し
て
も
そ
の
最
新
値
は
許
容
で
き
る

評
価
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
、
第
Ⅳ
・
Ⅴ
石
器
群
を
構

成
す
る
石
器
自
体
の
評
価
に
つ
い
て
も
触
れ
ね
ば

な
ら
な
い
（
第
三
図
一
七
～
二
二
）。
仮
に
第
Ⅳ
・

Ⅴ
文
化
層
の
資
料
を
積
極
的
に
人
工
品
と
評
価
し
、

帰
属
年
代
を
四
万
五
千
～
四
万
年
前
と
位
置
づ
け

る
と
す
れ
ば
、
候
補
と
な
る
製
作
者
は
二
つ
考
え
ら

れ
る
。
ひ
と
つ
め
は
、
第
Ⅴ
文
化
層
の
年
代
を
古
く

と
も
四
万
五
千
年
以
降
と
位
置
づ
け
て
、
ホ
モ
・
サ

ピ
エ
ン
ス
の
宮
崎
へ
の
到
達
を
一
万
～
五
千
年
ほ

ど
古
く
見
積
も
る
案
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
第

Ⅴ
文
化
層
石
器
群
の
年
代
を
よ
り
古
く
見
積
も
る

こ
と
も
含
め
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
に
先
行
し
て
宮

崎
に
到
達
し
て
い
た
人
類
の
所
産
と
考
え
る
案
で

あ
る
。
後
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
中
国
お
よ
び
朝

鮮
半
島
ま
で
原
人
な
い
し
旧
人
に
よ
っ
て
製
作
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
前
期
・
中
期
旧
石
器
時
代
の
石

器
群
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
今

後
日
本
列
島
で
も
同
時
期
の
類
例
が
発
見
さ
れ
る

可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
現
生

人
類
で
あ
れ
、
旧
人
以
前
の
人
類
で
あ
れ
、
後
牟
田

遺
跡
のKr-Iw

下
位
の
資
料
こ
そ
が
、
宮
崎
最
古
の

住
人
の
手
に
よ
る
も
の
と
の
評
価
が
可
能
な
の
だ

ろ
う
か
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
三
た
び
に
わ
た
り
、
こ
れ
ら
の

資
料
を
実
見
す
る
機
会
を
持
っ
た
。
そ
の
結
果
、
第
Ⅳ
文
化
層
の
一
部
の
資
料

（
第
三
図
一
七
の
「
折
断
剥
片
」） 

に
つ
い
て
は
人
工
品
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
他

の
尾
鈴
山
酸
性
岩
類
製
の
「
礫
塊
石
器
」
や
軟
質
砂
岩
製
の
「
剥
片
石
器
」
な

ど
（
第
三
図
一
八
～
二
二
）、
第
Ⅳ
・
Ⅴ
文
化
層
の
資
料
の
大
半
は
、
即
座
に

第３図　川南町後牟田遺跡の基本層序と出土した考古資料
　　　　（後牟田遺跡調査団・川南町教育委員会 2002 をもとに作成）

霧島イワオコシ（35,000～40,000年前？）
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人
工
品
と
断
定
で
き
る
根
拠
に
乏
し
い
と
の
見
解
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第

Ⅲ
ｂ
文
化
層
以
降
と
の
断
絶
が
著
し
い
の
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
、い
わ
ば
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
に
含
ま
れ
る
資
料
群
の
う
ち
、「
礫
塊
石
器
」
と
さ
れ
る
資
料
に
つ
い

て
は
、
一
部
の
面
に
の
み
磨
耗
が
激
し
い
部
分
が
観
察
さ
れ
る
な
ど
、
無
視
で

き
な
い
観
察
所
見
も
得
て
い
る
が
、
い
ず
れ
第
Ⅲ
・
Ⅲ
ｂ
文
化
層
の
石
器
群
と

の
比
較
作
業
も
含
め
て
、
再
検
討
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
。
こ
こ
で
後
牟
田
遺

跡
に
お
け
る
第
Ⅳ
・
Ⅴ
文
化
層
の
資
料
を
肯
定
的
に
評
価
し
、
宮
崎
最
古
の
住

人
の
所
産
と
考
え
る
こ
と
は
、
現
段
階
で
は
差
し
控
え
た
い
。

石
器
群
の
特
徴
か
ら
し
て
も
、
推
定
さ
れ
る
年
代
か
ら
し
て
も
―
そ
の
技
術

的
特
徴
を
中
期
旧
石
器
時
代
的
と
捉
え
る
か
、
後
期
旧
石
器
時
代
的
と
捉
え
る

か
は
別
に
し
て
―
第
Ⅲ
・
Ⅲ
ｂ
文
化
層
の
石
器
群
は
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
作
っ

た
石
器
だ
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
と
同
時
期
の
石
器

群
は
、
宮
崎
県
内
で
も
複
数
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
確
実
な
人

工
品
か
ら
構
成
さ
れ
る
宮
崎
最
古
の
石
器
群
と
評
価
で
き
る
の
は
、
い
ま
の
と

こ
ろKr-Iw

 

が
降
下
し
た
四
万
～
三
万
五
千
年
前
以
降
に
現
生
人
類
が
残
し
た

も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（
写
真
一
）。

五　

旧
石
器
時
代
の
気
候
と
動
・
植
物

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
、
四
万
～
三
万
五
千
年
前
ご
ろ
に
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン

ス
の
一
団
が
列
島
に
た
ど
り
着
い
た
と
き
、
同
じ
ホ
モ
属
の
先
住
集
団
が
い
た

可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
か
、
あ
る
い
は
は
っ
き
り
と
し
た
証
拠
を
残
す
ほ
ど

の
人
口
が
定
着
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
浮
か
ん
で
き
た
。

人
類
未
到
の
大
地
だ
っ
た
宮
崎
に
、
最
初
に
足
跡
を
残
し
た
現
生
人
類
は
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
気
候
を
体
験
し
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
風
景
を
眼
に
し

た
の
だ
ろ
う
か
？　

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
日
本
列
島
に
到
達
し
た
後
期
旧
石

器
時
代
以
降
だ
け
を
考
え
て
も
、
そ
の
存
続
期
間
は
二
万
～
二
万
五
千
年
に
お

よ
ぶ
。
そ
の
あ
い
だ
地
球
の
気
候
も
大
き
く
変
動
し
た
（
第
四
図
）。
旧
石
器

時
代
は
別
名
「
氷
河
時
代
」
と
も
呼
ば
れ
、
終
始
雪
と
氷
に
閉
ざ
さ
れ
た
世
界

を
思
い
浮
か
べ
る
ひ
と
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
約
二
万
八
千
～

二
万
四
千
年
前
の
最
寒
冷
期
（
酸
素
同
位
体
ス
テ
ー
ジ
二
）
で
あ
っ
て
も
、
冷

涼
で
は
あ
る
が
乾
燥
し
た
気
候
の
た
め
、
積
雪
量
は
少
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
現
生
人
類
が
宮
崎
に
暮
ら
し
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る

四
万
～
三
万
五
千
年
前
ご
ろ
は
、
酸
素
同
位
体
ス
テ
ー
ジ
三
の
亜
間
氷
期
に
あ

た
り
、
相
対
的
な
温
暖
期
と
さ
れ
、
冷
涼
か
つ
湿
潤
な
気
候
の
た
め
、
積
雪
量

が
比
較
的
多
い
気
候
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
相
対
的
な
温
暖
期
か
ら

最
寒
冷
期
に
向
か
う
気
候
寒
冷
化
は
、
お
も
に
植
物
の
花
粉
分
析
お
よ
び
珪
酸

体
分
析
か
ら
推
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ス
テ
ー
ジ
三
で
は
、
ス
ギ
属
と
ブ
ナ

属
・
コ
ナ
ラ
亜
属
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
が
優
勢
な
植
生
が
一
般
に
み
ら
れ
、
植

物
珪
酸
体
分
析
に
よ
れ
ば
、
宮
崎
を
含
む
九
州
東
南
部
で
は
メ
ダ
ケ
の
検
出
率

が
高
く
、
種
子
島
周
辺
で
は
照
葉
樹
林
の
痕
跡
も
見
出
さ
れ
る
。
ス
テ
ー
ジ
二

の
最
寒
冷
期
に
は
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
や
ト
ウ
ヒ
な
ど
の
針
葉
樹
と
コ
ナ
ラ
属

写真１　宮崎最古の住人たちが携えた石器
　　　　延岡市山田遺跡ほか出土の礫器・部分磨製石斧
　　　　（宮崎県埋蔵文化財センター 2013 から転載）
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物
相
は
は
っ
き
り
分
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
よ
り
古
い
ス
テ
ー
ジ
四
～ 

五
の

頃
に
生
息
し
た
と
推
定
さ
れ
る
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
や
ニ
ホ
ン
ム
カ
シ
ジ
カ
の
化
石

が
西
都
市
や
え
び
の
市
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
ゾ
ウ
や
、

ヒ
ョ
ウ
な
ど
の
大
形
肉
食
獣
は
、
列
島
に
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
定
着
し
て
以

降
、
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
う
し
た
大
形
哺
乳
類
の
絶
滅
現
象
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
や
や
時
間
差
を
持
っ
て
共
通
し
て
見
出
さ
れ

る
。
ポ
ー
ル
・
マ
ー
テ
ィ
ン
は
こ
の
現
象
を
人
類
に
よ
る
過
剰
な
大
形
哺
乳
類

狩
猟
に
起
因
す
る
と
考
え
、O

verkill m
odel

（
過
剰
狩
猟
モ
デ
ル
）
も
し
く

はBlitzkrieg m
odel

（
電
撃
戦
モ
デ
ル
）
を
提
案
し
た
。
大
形
哺
乳
類
の
絶

滅
の
要
因
と
し
て
は
、
他
に
人
類
の
関
与
を
小
さ
く
見
積
も
る
気
候
変
動
モ
デ

ル
が
あ
り
、
生
息
環
境
の
変
化
に
伴
い
絶
滅
し
た
と
の
見
方
を
と
る
。
し
か
し
、

生
態
系
に
占
め
る
頂
点
捕
食
者
の
重
大
な
影
響
を
め
ぐ
る
昨
今
の
議
論
（
ソ
ウ

ル
ゼ
ン
バ
ー
グ
二
〇
一
四
）
を
参
照
す
る
と
、
電
撃
戦
モ
デ
ル
も
あ
な
が
ち
荒

唐
無
稽
な
説
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
ソ
ウ
ル
ゼ
ン
バ
ー
グ
が
挙
げ
る
例
で

は
、
た
と
え
ば
六
年
間
に
四
万
匹
の
ラ
ッ
コ
が
姿
を
消
す
に
は
、
わ
ず
か
三
・

七
頭
の
シ
ャ
チ
が
同
じ
環
境
に
い
る
だ
け
で
事
足
り
る
の
だ
と
い
う
。
仮
に
先

行
し
て
移
住
し
た
人
類
が
列
島
に
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
列
島
に
到
達
し
た

現
生
人
類
が
見
た
の
は
ま
さ
し
く
野
生
の
王
国
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ

こ
で
、
競
合
し
て
獲
物
を
奪
い
合
う
頂
点
捕
食
者
同
士
の
生
存
競
争
が
あ
り
、

し
だ
い
に
人
口
を
増
や
し
、
生
息
域
を
ひ
ろ
げ
た
人
類
が
勝
利
し
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

六　

石
器
の
か
た
ち
と
そ
の
移
り
変
わ
り

相
対
的
な
温
暖
期
か
ら
人
類
史
上
も
っ
と
も
厳
し
い
最
寒
冷
期
を
乗
り
越
え
、

縄
文
時
代
を
迎
え
る
ま
で
の
長
い
間
、
宮
崎
の
旧
石
器
時
代
社
会
は
ど
の
よ
う

な
変
遷
を
遂
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
列
島
の
土
壌
は
有
機
質
の
残
存
を
許
さ
な

な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
が

混
在
す
る
温
帯
針
・
広

混
交
林
が
広
が
り
、
内

陸
の
台
地
に
は
草
原
植

生
が
分
布
し
た
こ
と
も

想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
九
州
南
部
の
海
岸

沿
い
に
は
シ
イ
属
や
カ

シ
属
な
ど
の
照
葉
樹
林

も
分
布
し
て
い
た
（
杉

山
二
〇
一
〇
）。

私
た
ち
の
祖
先
が
獲

物
と
し
て
狙
っ
た
で
あ

ろ
う
動
物
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
？　

河
村
善
也

に
よ
れ
ば
、
ス
テ
ー
ジ

三
に
は
、
現
在
で
は
絶

滅
し
て
列
島
に
は
生
息

し
て
い
な
い
ナ
ウ
マ
ン

ゾ
ウ
や
ヒ
ョ
ウ
、
ヘ
ラ

ジ
カ
、
バ
イ
ソ
ン
な

ど
が
い
た
証
拠
が
あ

る
（
河
村
二
〇
一
〇
）

が
、
残
念
な
が
ら
宮

崎
で
は
ス
テ
ー
ジ
三

～ 

二
に
か
け
て
の
動

第４図　旧石器時代の気候変動
　　　　（宮崎県埋蔵文化財センター 2013 から改変）
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第５図　宮崎県域の旧石器時代～縄文時代草創期における主要遺物の消長

①

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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第６図　旧石器時代の宮崎における主な狩猟具の種類とその出現時期
　　　　１～５・15・16・18・19・25 ～ 27：野首第２遺跡、６～８：春日地区遺跡第２地点、９～ 14・17・24・28 ～
　　　　29：前ノ田村上第２遺跡、20・21：赤木遺跡第８地点、22：矢野原遺跡、23：北牛牧第５遺跡
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こ
ろ
が
日
本
史
上
最
初
で
し
か
も
未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
る
Ａ
Ｔ
降
灰
の
後
し

ば
ら
く
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
大
形
の
尖
頭
器
類
が
出
現
し
、
中
・

小
形
器
種
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
、
に
わ
か
に
複
線
的
な
石
器
群
の
変
遷

が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
（
第
五
・
六
図
）。
第
五
図
に
示
し
た
の

は
あ
く
ま
で
も
、
現
時
点
で
の
概
念
図
で
あ
る
が
、
各
段
階
の
存
続
期
間
が
Ａ

Ｔ
下
位
で
は
平
均
し
て
二
千
年
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ａ
Ｔ
上
位
で
は
平
均

し
て
三
千
年
以
上
に
な
る
。
Ａ
Ｔ
降
灰
直
後
と
考
え
ら
れ
る
④
の
石
器
群
が
ご

く
わ
ず
か
し
か
み
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
片
島
型
ナ
イ
フ
形
石
器
や
小
形

台
形
石
器
を
含
む
⑦
の
石
器
群
も
、
⑤
や
⑥
に
比
べ
遺
跡
数
が
少
な
い
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
⑤
・
⑥
の
石
器
群
は
そ
れ
ぞ
れ
三
千
年
以
上
継
続
し
た
可
能
性

さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
特
に
⑥
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
た
角
錐
状
石
器
に
時
間

的
に
併
行
す
る
器
種
が
多
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
い
く
ら
か
ま
だ
細
分

の
余
地
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
下
で
は
①
～
⑧
の
石
器
群
に
つ
い
て
、
段
階
を
追
っ
て
特
徴
的
な
石
器
の

出
現
を
中
心
に
簡
潔
に
変
遷
を
述
べ
る
。

段
階
①
に
該
当
す
る
遺
跡
と
し
て
は
、
延
岡
市
矢
野
原
遺
跡
第
Ⅰ
文
化
層
、

延
岡
市
山
田
遺
跡
第
Ⅰ
期
、
川
南
町
後
牟
田
遺
跡
第
Ⅲ
・
Ⅲ
ｂ
文
化
層
な
ど
が

代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

器
種
構
成
上
の
特
徴
と
し
て
は
、
石
斧
と
台
形
様
石
器
の
存
在
が
特
筆
さ
れ

る
。
石
斧
は
全
体
で
は
な
く
、
刃
の
部
分
を
中
心
に
し
て
研
磨
し
て
い
る
も
の

が
多
い
。
こ
れ
ら
二
つ
の
器
種
は
全
国
的
に
も
こ
の
時
期
に
特
徴
的
に
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
列
島
に
定
着
し
始
め
て
間
も
な
い

頃
に
共
通
し
た
必
需
品
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
に
地
域
性
を
あ
ら
わ
す

可
能
性
が
あ
る
遺
物
と
し
て
、
山
田
遺
跡
や
東
畦
原
第
一
遺
跡
第
Ⅰ
文
化
層
の

礫
器
類
や
、
後
牟
田
遺
跡
、
新
富
町
東
畦
原
第
二
遺
跡
な
ど
で
確
認
さ
れ
て
い

る
鋸
歯
縁
石
器
類
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
鹿
児
島
県
域
の
指
宿
市
西
多
羅

ケ
迫
遺
跡
で
出
土
し
た
礫
塊
石
器
類
ほ
ど
定
型
化
し
て
い
な
い
も
の
の
、
後
牟

田
遺
跡
で
は
第
Ⅲ
文
化
層
の
尾
鈴
山
酸
性
岩
類
製
の
礫
塊
石
器
に
つ
い
て
、
植

い
酸
性
で
あ
る
た
め
、
そ
の
証
拠
は
、
ま
ず
は
石
器
の
特
徴
や
そ
の
残
さ
れ
方

な
ど
か
ら
探
る
こ
と
に
な
る
。

東
九
州
自
動
車
道
の
西
都
～
清
武
間
は
ち
ょ
う
ど
宮
崎
平
野
の
中
心
付
近
を

通
る
ル
ー
ト
で
、「
原
（
は
る
）」
と
呼
ば
れ
る
台
地
状
の
地
形
に
残
さ
れ
た
遺

跡
が
多
く
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
で
は
、
幾
枚
か
の
火
山
灰
降
灰
層
準

に
挟
ま
れ
た
複
数
の
地
層
に
分
か
れ
て
旧
石
器
時
代
の
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
石
器
を
、
出
土
し
た
地
層
と
そ
の
形
態
的
特
徴
に
基
づ

い
て
区
分
す
る
と
、
数
単
位
の
石
器
群
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
以

前
に
筆
者
ら
が
提
示
し
た
変
遷
案
（
宮
崎
県
旧
石
器
文
化
談
話
会
二
〇
〇
五
）

で
は
、
一
〇
単
位
の
石
器
群
に
細
分
し
た
が
、
以
来
一
〇
年
近
い
年
月
が
経
っ

て
お
り
、
新
た
な
資
料
の
蓄
積
も
著
し
く
、
根
本
的
に
見
直
す
時
期
に
来
て
い

る
。
本
格
的
な
編
年
案
の
構
築
は
今
後
の
宿
題
と
し
て
お
く
が
、
こ
こ
で
は
仮

に
八
つ
の
段
階
（
松
本
二
〇
一
四
）
を
設
定
し
て
、そ
の
変
遷
を
追
っ
て
み
よ
う
。

①　

Ａ
Ｔ
下
位
黒
色
帯
最
下
部
か
ら
、
そ
の
下
の
褐
色
系
土
層
に
か
け
て
検

出
さ
れ
る
石
器
群
。

②　

Ａ
Ｔ
下
位
黒
色
帯
の
中
部
か
ら
上
部
に
か
け
て
検
出
さ
れ
る
石
器
群
。

③　

Ａ
Ｔ
下
位
黒
色
帯
最
上
部
か
ら
検
出
さ
れ
る
石
器
群
。

④　

Ａ
Ｔ
直
上
か
ら
検
出
さ
れ
る
石
器
群
。

⑤　

剥
片
尖
頭
器
を
含
む
石
器
群
の
盛
行
期
。

⑥　

角
錐
状
石
器
を
含
む
石
器
群
の
盛
行
期
。

⑦　

ナ
イ
フ
形
石
器
を
組
成
す
る
石
器
群
の
終
末
期
。

⑧　

細
石
刃
を
伴
う
石
器
群
。

右
に
示
し
た
諸
段
階
は
、
前
半
は
出
土
層
位
に
基
づ
き
、
後
半
は
特
徴
的
な

器
種
の
組
成
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
、
統
一
的
な
基
準
で
設
定
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
こ
れ
は
む
ろ
ん
理
想
的
な
編
年
段
階
設
定
の
手
法
と
は
い
え
な
い
が
、

そ
の
理
由
は
、
Ａ
Ｔ
上
位
に
お
け
る
百
花
繚
乱
と
も
い
う
べ
き
石
器
形
態
の
多

様
性
に
主
に
起
因
し
て
い
る
。
Ａ
Ｔ
下
位
の
①
～
③
お
よ
び
Ａ
Ｔ
直
上
の
④
に

至
る
ま
で
は
、
石
器
群
の
変
遷
は
単
線
的
で
、
器
種
組
成
も
単
純
で
あ
る
。
と
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向
に
あ
る
も
の
の
、
二
側
縁
加
工
ナ
イ
フ
形
石
器
と
掻
器
を
中
心
と
す
る
器
種

構
成
は
段
階
③
と
共
通
す
る
。
遺
跡
数
が
少
な
い
た
め
、
存
続
期
間
も
短
い
可

能
性
が
あ
る
（
藤
木
二
〇
一
一
な
ど
）。
宮
崎
市
高
岡
町
肬
畔
遺
跡
、
新
富
町

春
日
地
区
遺
跡
第
二
地
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

段
階
⑤
・
⑥
で
は
剥
片
尖
頭
器
、
角
錐
状
石
器
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
他

に
も
多
様
な
種
類
の
石
器
が
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
遺
跡
数
も
増
加
し
、

特
に
角
錐
状
石
器
を
伴
う
遺
跡
は
一
〇
〇
箇
所
を
超
え
る
（
第
七
図
）。
代
表

的
な
遺
跡
と
し
て
延
岡
市
矢
野
原
遺
跡
第
Ⅱ
文
化
層
、
延
岡
市
山
田
遺
跡
第
Ⅲ

期
、
川
南
町
前
ノ
田
村
上
第
二
遺
跡
一
・
二
期
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

段
階
⑦
に
い
た
る
と
、
小
口
型
石
刃
技
法
か
ら
生
産
さ
れ
る
石
刃
を
素
材
と

し
た
基
部
加
工
ナ
イ
フ
形
石
器
や
小
形
の
台
形
石
器
類
が
主
体
と
な
る
。
層
位

的
出
土
例
は
な
い
も
の
の
、
両
者
に
は
編
年
差
が
あ
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。

川
南
町
前
ノ
田
村
上
第
二
遺
跡
三
期
、
高
鍋
町
野
首
第
二
遺
跡
第
Ⅵ
期
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
変
遷
に
つ
い
て
、
石
器
の
大
き
さ
、
石
器
の
種
類
、
石
器
製
作
の
技

術
か
ら
も
ま
と
め
て
お
き
た
い
（
第
六
図
）。

ま
ず
、
石
器
の
大
き
さ
に
着
目
す
る
と
、
段
階
⑤
・
⑥
を
除
き
、
通
時
的
に

五
～
六
セ
ン
チ
以
下
の
長
さ
に
収
ま
る
狩
猟
具
が
優
勢
で
あ
る
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
す
な
わ
ち
、
段
階
⑤
・
⑥
に
み
ら
れ
る
剥
片
尖
頭
器
や
角
錐
状
石
器
の

サ
イ
ズ
の
大
形
化
は
、
長
い
時
間
軸
に
置
く
と
例
外
的
な
現
象
な
の
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
段
階
③
と
段
階
⑦
に
は
石

器
の
小
形
化
も
確
認
さ
れ
る
。

次
に
器
種
の
変
化
を
追
う
と
、
ま
ず
段
階
①
に
お
け
る
石
斧
と
礫
器
の
存
在

が
注
目
さ
れ
る
。
時
を
経
て
段
階
⑧
・
縄
文
時
代
草
創
期
に
い
た
り
、
再
び
石

斧
が
製
作
さ
れ
る
。
ま
た
、
段
階
③
以
降
、
段
階
⑥
に
い
た
る
ま
で
、
掻
器
が

安
定
的
に
組
成
さ
れ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

石
器
の
製
作
技
術
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
石
刃
技
法
の
あ
り
方
に
注
意
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
石
刃
技
法
は
段
階
①
以
降
、
徐
々
に
顕
在
化
し
、
段
階
③

物
加
工
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
中
村
ほ
か
二
〇
〇
二
）。

な
お
、
石
刃
技
法
に
つ
い
て
明
確
な
資
料
は

少
な
い
が
、
矢
野
原
第
Ⅰ
文
化
層
で
は
石
刃
が

確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
段
階
に
少
な
く

と
も
県
北
で
は
石
刃
技
法
が
受
容
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
。

石
刃
技
法
の
要
素
は
、
段
階
②
に
い
た
っ
て

少
し
づ
つ
明
ら
か
と
な
る
が
、
こ
の
段
階
の
石

器
群
は
確
認
事
例
が
多
く
な
い
。
該
当
す
る
遺

跡
と
し
て
高
鍋
町
野
首
第
二
遺
跡
第
Ⅱ
期
、
後

牟
田
遺
跡
第
Ⅱ
ｂ
文
化
層
、
宮
崎
市
高
岡
町
高

野
原
遺
跡
第
五
地
点
第
Ⅱ
文
化
層
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
事
例
は
少
な
い
も
の
の
、
器
種
構
成

と
し
て
は
石
刃
技
法
な
い
し
そ
れ
に
類
す
る
縦

長
剥
片
剥
離
技
術
に
よ
る
素
材
を
用
い
た
二
側

縁
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
登
場
し
、
台
形
様

石
器
も
継
続
し
て
製
作
さ
れ
る
。
石
斧
の
製
作

は
途
絶
え
る
。

段
階
③
で
は
、
小
形
の
二
側
縁
加
工
ナ
イ
フ

形
石
器
が
主
流
と
な
る
。
野
首
第
二
遺
跡
第
Ⅲ

期
や
後
牟
田
遺
跡
第
Ⅱ
文
化
層
で
は
、
石
斧
も

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
稀
な
事

例
に
と
ど
ま
る
。
宮
崎
市
高
岡
町
永
迫
第
一
遺

跡
、
新
富
町
東
畦
原
第
三
遺
跡
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

お
よ
そ
三
万
年
前
の
姶
良
火
山
の
大
噴
火
を

挟
み
、
段
階
④
で
は
サ
イ
ズ
が
や
や
大
き
い
傾

第 7 図　宮崎県域における旧石器時代遺跡数の増減
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旧
石
器
時
代
の
人
び
と
は
、
一
定
の
領
域
を
遊
動
す
る
狩
猟
採
集
民
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
彼
ら
が
残
し
た
石
器
の
多
く
は
、
周
囲
の
自
然
環
境
へ
の
適

応
の
結
果
だ
と
理
解
で
き
る
。
第
六
図
に
示
し
た
多
様
な
石
器
の
か
た
ち
の
違

い
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
意
味
を
見
出
す
こ
と
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
困
難
な

課
題
だ
が
、
時
間
軸
上
の
遺
跡
数
の
増
減
と
組
み
合
わ
せ
て
考
察
す
る
と
、
大

き
な
流
れ
は
つ
か
め
る
か
も
し
れ
な
い
。

パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
っ
た
宮
崎
最
古
の
住
人
た
ち
は
、
本
格
的
な
寒
冷
期
を
迎

え
る
ま
で
の
間
、
石
斧
を
手
に
周
囲
の
自
然
に
働
き
か
け
た
。
そ
の
活
動
が
、

樹
木
の
伐
採
で
あ
っ
た
の
か
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
解
体
で
あ
っ
た
の
か
、
皮
な

め
し
で
あ
っ
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま
た
と
き
に
は
礫
器
を
必
要
と
す

る
活
動
も
あ
っ
た
。
沖
縄
の
出
土
人
骨
な
ど
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
こ
の
集
団

が
南
方
起
源
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
段
階
で
は
石
刃
技
法
を
そ
の
技
術
的

レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
次
第
に
厳
し
さ
を
増
す
寒
冷
期
が
訪
れ
、
彼
ら
は
石
材
を
効
率
的
に

消
費
す
る
石
刃
技
法
を
採
用
し
、
そ
れ
は
そ
の
後
も
継
続
し
て
用
い
ら
れ
る
。

三
万
年
前
に
は
姶
良
火
山
の
大
噴
火
に
よ
り
、
南
九
州
の
地
形
は
一
変
し
た
が
、

被
災
地
域
の
周
辺
で
は
ほ
ど
な
く
狩
猟
採
集
生
活
が
再
開
さ
れ
た
ら
し
い
。
こ

れ
に
連
動
す
る
か
の
よ
う
に
訪
れ
た
最
寒
冷
期
に
は
、
朝
鮮
半
島
で
使
わ
れ
て

い
た
剥
片
尖
頭
器
が
、
九
州
に
も
た
ら
さ
れ
宮
崎
で
も
さ
か
ん
に
作
ら
れ
た
。

続
い
て
登
場
し
た
角
錐
状
石
器
と
と
も
に
、
段
階
⑤
・
⑥
で
は
そ
れ
ま
で
に
な

く
狩
猟
具
が
大
形
化
し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
、
遺
跡
数
も
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
。
狩
猟
具
の
大
形
化
が
直
接
的
に
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
拠
る
も
の
な
の
か

は
定
か
で
は
な
い
が
、
遺
跡
数
が
増
加
し
た
の
は
人
口
の
増
加
で
は
な
く
、
移

動
回
数
の
増
加
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
松
本
二
〇
一
四
）。
つ
ま
り
、

頻
繁
に
移
動
す
る
こ
と
で
、
石
器
製
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
機
会
が
増
え
、
遺

跡
と
し
て
残
さ
れ
る
活
動
地
点
が
増
加
し
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
移
動

パ
タ
ー
ン
の
変
化
が
、
最
寒
冷
期
の
環
境
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
は
高
く
、

積
雪
量
の
減
少
や
拡
が
っ
た
草
原
植
生
へ
の
適
応
の
一
環
だ
っ
た
と
も
考
え
ら

で
は
主
体
的
な
技
術
と
な
る
。
段
階
⑤
の
剥
片
尖
頭
器
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、

段
階
⑥
で
は
低
調
と
な
り
、
段
階
⑦
で
再
び
用
い
ら
れ
る
。
石
刃
技
法
が
目
立

た
な
い
段
階
⑥
で
は
、
一
般
的
剥
片
剥
離
技
術
か
ら
生
産
さ
れ
た
剥
片
を
素
材

と
し
て
角
錐
状
石
器
や
今
峠
型
ナ
イ
フ
形
石
器
、
大
形
台
形
様
石
器
な
ど
が
製

作
さ
れ
る
ほ
か
、
他
地
域
か
ら
伝
播
し
た
瀬
戸
内
技
法
に
よ
る
国
府
型
ナ
イ
フ

形
石
器
の
製
作
も
活
発
に
な
る
。
外
来
か
ら
の
伝
播
と
考
え
ら
れ
る
技
術
と
し

て
は
、
三
つ
の
画
期
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
段
階
⑤
に
お
け
る
朝
鮮
半

島
か
ら
の
剥
片
尖
頭
器
の
伝
播
、
さ
き
ほ
ど
触
れ
た
段
階
⑥
に
お
け
る
近
畿
・

瀬
戸
内
・
北
部
九
州
か
ら
の
瀬
戸
内
技
法
の
伝
播
、
段
階
⑧
に
お
け
る
シ
ベ
リ

ア
か
ら
の
細
石
刃
石
器
群
の
伝
播
で
あ
る
。

七　

遺
跡
を
残
し
た
人
び
と
の
暮
ら
し

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
遺
跡
や
遺
物
の
変
遷
は
、
い
っ
た
い
当
時

の
人
び
と
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

ま
ず
石
器
の
か
た
ち
が
時
代
が
進
む
に
つ
れ
変
化
し
た
の
は
単
線
的
な
社
会

の
進
化
、
発
達
段
階
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
石
斧
は
列
島
へ
の
最
初
の
移
住
者
た
ち
が
携
え
て
い
た
道
具
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
作
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
旧
石
器
時
代
が
終
わ

り
を
迎
え
る
こ
ろ
に
再
び
盛
ん
に
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
石
斧
は
必
要
と

さ
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
作
ら
れ
た
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
そ
れ
を
作
る
た
め
の

技
術
は
備
え
て
い
て
も
作
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
程
度
の
差
こ
そ
あ
る
が
、

旧
石
器
時
代
の
石
器
は
、
そ
う
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
五
・
六
図
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、
皮
な
め
し
の
道
具
と
も
推
定
さ
れ
る
掻

器
が
増
え
、
礫
群
（
焼
石
の
集
ま
っ
た
遺
構
）
が
目
立
つ
の
は
、
段
階
③
以
降

段
階
⑥
あ
た
り
ま
で
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
こ
の

こ
ろ
に
深
ま
っ
た
気
候
の
寒
冷
化
へ
の
対
処
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
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後
牟
田
遺
跡
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
の
研
究
』

奥
野　

充
・
福
島
大
輔
・
小
林
哲
夫　

二
〇
〇
〇　
「
南
九
州
の
テ
フ
ロ
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
―
最
近

一
〇
万
年
間
の
テ
フ
ラ
―
」『
人
類
史
研
究
』
第
一
二
号
、
人
類
史
研
究
会

海
部
陽
介　

二
〇
〇
五　
『
人
類
が
た
ど
っ
て
き
た
道
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス

河
村
義
也　

二
〇
一
〇　
「
更
新
世
の
哺
乳
類
」『
講
座
日
本
の
考
古
学
一
旧
石
器
時
代
』
上
、
青
木

書
店

佐
藤
宏
之　

二
〇
〇
二　
「
後
牟
田
遺
跡
第
Ⅲ
文
化
層
の
編
年
的
意
義
と
行
動
論
」『
後
牟
田
遺
跡　

宮
崎
県
川
南
町
後
牟
田
遺
跡
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
の
研
究
』

杉
山
真
二　

二
〇
〇
二　
「
後
牟
田
遺
跡
に
お
け
る
植
物
珪
酸
体
分
析
」『
後
牟
田
遺
跡　

宮
崎
県
川

南
町
後
牟
田
遺
跡
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
の
研
究
』

杉
山
真
二　

二
〇
一
〇　
「
更
新
世
の
植
生
と
環
境
」『
講
座
日
本
の
考
古
学
一
旧
石
器
時
代
』
上
、

青
木
書
店

堤　

隆　

二
〇
〇
九　
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版　

旧
石
器
時
代
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』、
新
泉
社

中
村
真
理
・
藤
本
正
和
・
佐
藤
万
里
江　

二
〇
〇
二　
「
後
牟
田
遺
跡
第
Ⅲ
文
化
層
の
礫
塊
石
器
類

と
遺
跡
空
間
の
構
成
」『
後
牟
田
遺
跡　

宮
崎
県
川
南
町
後
牟
田
遺
跡
に
お
け
る
旧
石
器
時
代

の
研
究
』

長
友
恒
人
・
森　

丈
幸　

二
〇
〇
二　
「
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
法
に
よ
る
テ
フ
ラ
の
年
代
測
定
」『
後
牟

田
遺
跡　

宮
崎
県
川
南
町
後
牟
田
遺
跡
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
の
研
究
』

日
本
旧
石
器
学
会　

二
〇
一
〇　
『
日
本
列
島
の
旧
石
器
時
代
遺
跡　

日
本
旧
石
器
（
先
土
器
・
岩
宿
）

時
代
遺
跡
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』

藤
木　

聡　

二
〇
一
一　
「
入
戸
火
砕
流
に
よ
る
大
災
害
と
片
田
段
階
の
歴
史
的
特
質
」『
九
州
旧
石

器
』
第
一
四
号
、
九
州
旧
石
器
文
化
研
究
会

マ
イ
ケ
ル
・
Ｆ
・
ハ
マ
ー
（
篠
田
謙
一
監
修
・
千
葉
啓
恵
訳
）　

二
〇
一
三　
「
混
血
で
勝
ち
残
っ
た

人
類
」『
別
冊
日
経
サ
イ
エ
ン
ス　

化
石
と
ゲ
ノ
ム
で
探
る
人
類
の
起
源
と
拡
散
』、
日
経
サ
イ

エ
ン
ス
社

松
本　

茂　

二
〇
一
一　
「
南
九
州
東
部
・
東
九
州
南
部
に
お
け
る
重
層
遺
跡
か
ら
み
た
石
器
群
の

変
遷
」『
九
州
旧
石
器
』
第
一
四
号
、
九
州
旧
石
器
文
化
研
究
会

松
本　

茂　

二
〇
一
四　
「
九
州
地
方
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
石
器
群
と
遺
跡
群
に
つ
い
て
」『
九
州

旧
石
器
』
第
一
八
号
、
九
州
旧
石
器
文
化
研
究
会

宮
崎
県
旧
石
器
文
化
談
話
会　

二
〇
〇
五　
「
宮
崎
県
下
の
旧
石
器
時
代
概
観
」『
旧
石
器
考
古
学
』

第
六
六
号
、
旧
石
器
文
化
談
話
会

宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
三　
『
み
や
ざ
き
発
掘
一
〇
〇
年
―
い
に
し
え
の
「
道
」

と
交
流
―
』

れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
の
狩
猟
具
や
、
国
府
型
ナ
イ
フ
形
石
器
に
代
表
さ

れ
る
他
地
域
か
ら
の
人
の
移
動
を
伴
う
技
術
導
入
な
ど
も
、
適
応
の
一
表
現
形

態
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
最
寒
冷
期
を
過
ぎ
、
相
対
的
な
温
暖
化
の

過
程
で
、
宮
崎
に
も
細
石
刃
石
器
群
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ

ン
ス
に
よ
る
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
進
出
と
無
関
係
な
動
き
で
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

自
然
環
境
の
変
化
に
、
石
刃
技
法
と
一
般
的
な
剥
片
剥
離
技
術
を
使
い
分
け
、

必
要
と
あ
ら
ば
磨
製
技
術
も
駆
使
し
て
対
応
し
て
い
た
宮
崎
の
旧
石
器
人
の
生

活
だ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
大
き
な
画
期
が
二
度
、
小
さ
な
画
期
は
三
度
あ
っ
た

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。大
画
期
の
一
度
め
は
も
ち
ろ
ん
グ
レ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー

ニ
ー
を
経
た
宮
崎
へ
の
移
住
、
二
度
目
は
地
球
規
模
の
最
寒
冷
期
が
起
こ
り
、

そ
れ
ま
で
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
時
期
で
あ
る
。
三
度
の
小

画
期
と
は
姶
良
火
山
の
大
噴
火
、
二
度
目
の
大
画
期
に
伴
う
朝
鮮
半
島
か
ら
の

剥
片
尖
頭
器
の
導
入
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
細
石
刃
石
器
群
の
到
来
で
あ
る
。
第

一
の
小
画
期
は
南
九
州
レ
ベ
ル
、
第
二
の
小
画
期
は
朝
鮮
島
半
島
と
九
州
を
包

括
し
た
地
域
レ
ベ
ル
、
第
三
の
小
画
期
は
グ
レ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
完
遂
に

連
動
し
た
地
球
規
模
の
も
の
だ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

や
や
も
す
れ
ば
毛
皮
を
ま
と
い
極
寒
の
生
活
に
耐
え
て
洞
窟
で
暮
ら
す
イ

メ
ー
ジ
に
終
始
す
る
旧
石
器
時
代
だ
が
、
そ
こ
に
暮
ら
し
た
人
々
が
残
し
た
石

器
に
は
、
気
候
変
動
や
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
世
界
規
模
の
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン

ス
の
動
静
に
も
対
応
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
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